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概要 

「記憶の分類」としては、「スクワイアの記憶の分類」が有名である。「記憶の社会性」との整合性

がないこと、「ヒトの独創性」を説明しにくいことなどの欠点があった。ここで、新しい「記憶の分

類」を提唱し、「記憶の社会性」や「ヒトの独創性」との整合性を担保したい。実際、脳科学の進展

に伴って、記憶とその再生、新しい現象に対する解決策を探る脳の生理学的挙動が不完全ながら判

明しかけているので、これらの知見を取り入れて、新しい“記憶の分類”の仮説的提案が可能にな

った。新しい記憶の分類は心理学と脳科学の懸け橋になる可能性を秘めており、人の創造性や独創

力の解明と独創力開発教育につながるものと期待される。 
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１．はじめに 

「記憶の分類」と言えば、「スクワイアの記憶の分

類 [1] 」が有名だが、「記憶の社会性」との整合性
がないこと、ヒトの独創性を説明しにくいことなど

の欠点があった。かつて、筆者は「スクワイア-飯箸
の記憶の分類[2] 」を提唱し、少なくとも「記憶の
社会性」との整合性は担保してきた。しかし、脳科

学の進展に伴って、記憶とその再生、新しい現象に

対する解決策を探る脳の生理学的挙動が不完全なが

ら判明しかけているので、これらの知見を取り入れ

て、新しい“飯箸の記憶の分類”を提案する。新し

い記憶の分類は心理学と脳科学の懸け橋になる可能

性を秘めており、人の創造性や独創力の解明と独創

力開発教育につながるものと期待している。 
 
２．これまでの記憶の分類 

 表1の左側の列が「スクワイアの記憶の分類」[1]
である。右の列は飯箸が加えたもので、コンピュー

タシステムと人工知能の分野でよく知られている技

法をスクワイアの分類に沿って配置したもので、ス

表2 スクワイア-飯箸の記憶の分類v3表１ スクワイアの記憶の分類
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表１ 新しい”記憶の分類” 

クワイアの分類に登場しない技法がいくつか存在し

ている。この部分は、左の列にあるスクワイアの分

類では空白となっている。 
 表２は、表1では空白になっている部分をコンピ
ュータシステムと人工知能の分野との対応付けのた

めに補ったもので、階層的記憶（メタ型の記憶）が

あることを明記し、「記憶の社会性」の根拠とするこ

とができた。この分類を“スクワイア-飯箸の記憶の
分類”という。初期[2]のものはその後部分的改訂を
くわえたので、表 2はVer.3となっている。 
 
３．新しい記憶の分類 

表３は、新しい記憶の分類で、スクワイアの呪縛

を離れて、脳科学の最近の知見（たとえば[3]）を参

考に作成されたもので、脳科学の進展に伴って改訂

されてゆくものと想定するものである。主として「大

脳以外の記憶」と大脳の「短期記憶」、「側頭葉」「頭

頂葉」、「前頭葉（運動野）」、「前頭葉（前頭野=運動

野以外）」に分類した。このように分類すると、スク

ワイアの分類はほぼ側頭葉の記憶に偏っており、脳

科学の進歩する以前に言葉を頼りに分類を進めた労

多き作業の限界が露呈している。 

新しい記憶の分類からは、階層型の記憶を支える

「頭頂葉」、戦略戦術を記憶する「運動野」、精神活

動のバランスをつかさどる「前頭葉」などの働きを

とらえることができる。このように記憶を立体的動

的にとらえることができるようになることは、今後

の心理学、脳科学、コンピュータ科学の有機的発展

の基となることが期待できる。未分類だが、シミュ

レーションする脳の働きも判明している[4]ので、こ

れらの組み合わせの上に、独創力を根本的に解明で

きる日も近いと思われる。 
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